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(要約) 

 近年、電子書籍の普及に伴い、書物は従来の販売形態ではなくなり、消費者参加、インター 

ネットを活用した新たな形態が生まれる可能性が生じている。そこで、我々は消費者が投稿し

たものを書籍化する、という流れが活発になるようなオンラインプラットフォームを提案す

る。まず、先行研究や二次データを元に仮説を設定し、それを基に調査票を作成した。その後

慶應義塾大学の二年生に対してアンケート調査を実施し、それらを用いて統計的に分析を行っ

た。その結果、インターネット上への作品の投稿意図に関しては「名声認知欲求」、「モバイル

端末からの投稿」、「フィードバック」、「経済的インセンティブ」が正の影響を及ぼすことが明

らかになった。閲覧意図に関しては、「無料で読める」、「作品数」、「商業作家の投稿」、「認知

度」が正の影響を、「男であること」が負の影響を及ぼすことが明らかになった。 
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[Abstract] 

Recently, with the spread of e-book, the selling form of the book has changed. There is a chance 

which utilize internet as a new form, involving consumers. Thus, we will propose an online 

platform that further activates the process of publishing the internet posting of the consumers 

into a form of a book. First, we referenced the previous researches and second-hand data to set 

hypotheses. Next, we created a questionnaire based on the hypotheses. Then, we conducted a 

survey towards the sophomore of the faculty of Business and Commerce and utilized the results 

and analyzed it statistically. As a result, desire for fame, easy to post from the mobile devices, 

feedback, and economic incentive affected positively on the posting intention. Free to read, 

number of works, existence of posting of professional writer, and recognition rate, affected 

positively on the reading intention. 
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1. はじめに 

1.1.  研究の背景 

電子書籍が普及し、誰もが小説をインターネットにアップロードすることが可能になってい

る中、プロの小説家ではない一般の消費者がインターネットに投稿した小説が人気を博して成

功し、書籍化や映画化、アニメ化するような事例が増加している。それに伴って、小説を投稿し、

その書籍化が今よりもさらに活発になるようなオンラインプラットフォームを提案したいと考

えた。 

 

1.2. 研究の目的 

 本研究では、消費者が小説投稿サイトに小説を投稿しやすく、かつその小説に人気が出て書籍

化されやすくなるようなオンラインプラットフォームを提案することを目的としている。具体

的には、小説投稿サイトの活発化に直結すると思われる「投稿数の増加」「閲覧数の増加」の要

因を明確にするため、調査、分析を行う。 

 

1.3. 本論文の構成 

 まず、第 2 章にて、有名小説投稿サイトの現状に関する実態調査、そして作品を閲覧する、

または投稿するに当たって、動機や投稿の意思の有無を調査するために行ったヒアリング調査

の結果を記述する。第３章にて仮説設定の根拠となる先行研究を提示する。第４章からは仮説

を設定し、仮説で使用する枠組みについて定義する。第 5 章では単純集計結果を記述し、第 6

章では分析を行った結果を記述する。第７章では分析結果を踏まえ、設定した仮説を考察して

いく。最後に第８章でまとめと提言について記述する。 
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2. 事例研究 

 本章では、 有名小説投稿サイトの現状に関する実態調査を行う。また実際に作品を閲覧す

る、または投稿するに当たって、動機や投稿の意思の有無を調査するために行ったヒアリング

調査の結果を記述する。 

 

2.1. 有名小説投稿サイトの事例 

 日本最大級の投稿型小説サイトである「小説家になろう」は、携帯電話、パソコン、スマート

フォンに対応しており、小説を自由に投稿し、無料で閲覧することが可能である。初めて文字数

制限なしで投稿を可能にしたという面も持つ。下の図表 1、図表 2 より小説家になろうにおける

書籍化数は増加していると言える。また、実際に書籍化した事例として、佳野よる氏の「君の膵

臓をたべたい」があり、2016 年本屋大賞 2 位受賞、2017 年時点で原作関連書籍の累計発行部数

200 万部突破等の実績を持つ。 

 

図表 1 「小説家になろう」書籍化数 

 

出所）書籍ランキングデータベースニュース「小説家になろう書籍化作品数推移」

https://book-rank.net/report/archives/182 
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図表 2 「小説家になろう」書籍化数月間推移 

 

年月 

※青線は文庫、単行本 橙線はコミック 

出所）書籍ランキングデータベースニュース「小説家になろう書籍化作品数推移」

https://book-rank.net/report/archives/182 

 

 また、「小説家になろう」と同系統の携帯小説サイトである「魔法の i らんど」に投稿され書

籍化された事例として、美嘉氏の「恋空」がある。漫画化、映画化、ドラマ化された作品で、2008

年時点で累計発行部数 200 万部を突破している。 
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図表 3 「君の膵臓をたべたい」 

 

出所）livedoor news  https://news.livedoor.com/article/detail/11376553/ 

 

 

図表 4 「恋空」 

 

出所）魔法の i らんど「「恋空」10 周年スペシャルサイト」https://bunko.maho.jp/koizora10/ 

 

 小説投稿サイトから書籍化に成功した作品はいくつか存在するが、書籍化するにあたっての

具体的な要因は発見できなかった。だが、書籍化の過程段階にあたる「成功」するための要因が

考察できた。ニコニコニュース1にて、飯田一史氏と藤田直哉氏の対談によると、「君の膵臓をた

べたい」が成功した要因は「ウェブサイトにて生まれたものであるというイメージをうまく払拭

し、一般文芸化に成功したこと」であると述べられている。一般文芸化することでより多くの人

に読んでもらえる、ということである。 

 

1 ニコニコニュース https://news.nicovideo.jp/watch/nw2122901 

https://news.nicovideo.jp/watch/nw2122901
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2.2. ヒアリングによる実態調査 

 我々は 2019 年 6 月に、男女 5 名に対してヒアリング調査を行った。その際、小説投稿サイト

を閲覧したことはあるが実際に投稿している人はいなかったため、主に読者としての目線に着

目する。 

質問項目は、 

1. 小説投稿サイトに投稿したことがあるか 

2. 閲覧したことはあるか 

3. 閲覧するきっかけ・動機 

4. どのサイトを使用したか 

5. そのサイトを選択した理由 

6. 今後自分が投稿することがあると思うか 

という内容である。下の図表 5 にてヒアリング結果の表を掲載した。 
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図表 5 ヒアリング結果まとめ 

質問番号 質問項目 男性、22 歳学

生 

男性、25 歳、社

会人 

女性、22 歳、社

会人 

 

男性、19 歳、

学生 

女性、21 歳、学生 

１ 小 説 投 稿 サ

イ ト に 投 稿

し た こ と が

あるか 

ない ない ない ない ない 

２ 閲 覧 し た こ

とはあるか 

ある ある ある ある ある 

３ 閲 覧 す る き

っかけ・動機 

高 校 の 授 業 中

イ ン タ ー ネ ッ

ト に 小 説 が あ

る こ と に 気 づ

いた 

タイトルに興味

を持った  

好きな作家が投

稿 し て い た 

SNS で評判が良

かった 

単行本化したあ

るオンライン小

説が流行ってい

た時に知った 

アニメ化さ

れた小説の

続きを読め

ると聞いた

ため 

好きな漫画の二次創

作が読みたい 

４ ど の サ イ ト

を 使 用 し た

か 

「 小 説 家 に な

ろう」 

「カクヨム」 「小説家になろ

う」 

「小説家に

なろう」 

「Pixiv」「小説家にな

ろう」 

５ そ の サ イ ト

を 選 択 し た

理由 

一番有名で、不

適 切 な 表 現 の

ボ ー ダ ー が 高

いから 

好きな作家がメ

インで活動して

いるため 

他のサイトを知

らないため 

他のサイト

を知らない

から 

前者は面白い小説が

読めるため、後者は面

白いオリジナル小説

が読めるため 

６ 今 後 自 分 が

投 稿 す る こ

と が あ る と

思うか 

ない ほぼないと思う ない ない ない 

 

以上のことから、ヒアリング調査の結果、小説投稿サイトにアクセスする要因として、「好き

な作家、話」「評判」「興味」「知名度」「健全度」が影響していると考察できる。 

 

 

 

 



10 

 

3. 先行研究 

 

本章では、研究に際して利用する先行研究を概説する。先行研究を閲覧意図に関する研究、投

稿意図に関する研究に分け、さらにそれぞれを消費者特性に関する研究、サイトの特性に関する

研究に分けて紹介する。 

  

3.1.  閲覧意図に関する研究 

 3.1.1. 消費者特性の閲覧意図に関する研究 

 Scopelliti et al. (2014)は、制約と生産性に関する 4 つの実験を行い、時間的制約が創造性に与

える影響は様々であるが、経済的制約は創造性を向上させ、資源的制約もまた創造性を向上させ、

新規性を追求する人は創造性が高い傾向にあるとしているとした。新規性を追求する人は制約

を課題として捉え、自身の経験の背景から斬新な解決策を生む傾向にあることから、新しい様々

な刺激に惹かれていることが個人の思考を斬新で有用なアイデアに変えるために必要な要素で

あり、創造的行為の前段階として役立つという結果となった。下の図表 6 は新規性と経済的制約

が創造性に及ぼす影響を調べた実験のグラフであり、結果として平均の上下の 1 標準偏差での

相互作用項の分解は、新規性探求度の高い参加者（β= 0.502 , t = 2.25 , p = 0.03）に対する経

済的制約の有意な効果を明らかにしているが、新規性探求度が低い参加者にとっては有意では

ない（β= -2.225, ｔ= 1.01, ｐ＞ 0.30）となり、新規性探求度が高い場合、経済的な制約が創

造性を高める可能性があることを示した。 

 

図表 6 新規性探索及び経済的制約に関する関数 

 

出所）Scopeliti et al. (2013) 
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図表 7 は、使用革新性と経済的制約が創造性に与える影響についての関数であり、上の 1 標

準偏差における相互作用項の分解平均を下回ると、使用革新性の高い参加者 （β= 1.021 , t = 

4.65 , p <.001）に対する経済的制約の有意な影響があることを示している。 

 

図表 7 使用革新性及び経済的制約に関する関数 

  

出所）Scopeliti et al. (2013) 

 

  Faraj et al. (2011)は、OC（オンラインコミュニティ）の流動性について研究を行い、流動性

がオンラインコミュニティにおける緊張感を作り出し、大きな変化を生む資源として機能する

ことを示した。5 つの緊張感は、情熱、時間、曖昧な社会的アイデンティティ、アイデアの社会

的離脱、一時的な収束が挙げられる。これらは OC を促進する良い面もあるが、阻害する悪い面

もある。そういった緊張感を管理する方法として、役割を与える、参加チャネルを作成する、コ

ミュニティの境界を大きく変える、テクノロジーを提供するといった方法があると考えられる。

オンラインコミュニティにおける知識コラボレーションに関する研究において、オンラインコ

ミュニティにおける流動性が緊張感へとつながるとした。 

  

 Yolanda et al. (2017)は、消費者のオンラインショッピングについての研究を行い、最初はマ

ーケティングの定義、消費者行動、消費者の意思決定プロセスについて述べている。次にオンラ

インショッピングと実際に店舗に行った場合のショッピングについてのべている（オンライン

ショッピングをする時間が短縮できるし、実際にいくより多くの製品をさがすことができるが、

実際に行った場合は実物を見て選べることと、店員に分からないことが聞ける）。消費者の購買

行動に影響をあたえるものとして、文化的要因（メインカルチャー、サブカルチャー、社会階級）、

社会的要因（リファレンスグループ、家族、役割と地位）、個人的要因（年齢、ポジション、経

済的要因、ライフスタイル、性格と自己観念）がある。この 4 つのうちどれが一番影響を与える

か、テストしたところ、以下のようになった。文化的要因はモダンカルチャーによる発達によっ

ておおきく影響を受ける、社会的要因は消費者を他のショッピング方法を選ぶ理由や消費をす

る理由となる、個人的要因は提供される流行モデルなどにより、影響を受けることがわかった。
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一番影響を受ける要素としては、他のものに比べて 1〜2％というわずかな差ではあるが、文化

的要因だった。つまり、消費者行動と文化がどのようにオンラインショッピングで影響するかに

ついての研究を行い、文化的要因、社会的要因、心理的要因、個人的要因が作用するとし、また

周囲の人の言葉を聞いてオンラインショッピングをする人が多いという結果も出ている。社会

的要因が、個人がオンラインショッピングを行うか否かの大きな要因になっている。 

 

 3.1.2.  サイトの特性の閲覧意図に関する研究 

 金城、海老名(2013)は、外部性がどのように書籍の購買に影響するのかを研究するため、外部

性の影響度を測るために販売数の推定シミュレーションを行った。シミュレーションの結果と

して、全体としての外部性の効果がどの程度あるのか、またどのような分布になっているのかが

明らかになった。また、外部性を拡張したことにより、外部性を形成する要因も明らかとなった。

具体的には、性別では女性、また年齢としては高齢になるほど、外部性が高くなる傾向にあり、

属性ごとの外部性の効果を具体的に特定した。これらは、企業に対して広告戦略の一貫として外

部性に関する情報をどのような層に提供すればより効果的であるかという知見を提供しており、

既存の研究ではこうした外部性のパラメータに対する階層モデルの導入は論じられておらず、

属性ごとの違い(異質性)が明らかではなかったのに対して、それらの推定が可能となった。また、

ある前提のもとで、外部性が時間を通じて、最終的な販売数に対してどのような影響を及ぼすか

が明らかとなった.具体的には、外部性のありなしで総販売数に大きな差をもたらすこと、外部

性がある場合、受賞の有無のような商品属性の効果をより強める効果があることが明らかとな

った。すなわち、外部性の効果を組み込むと、売上を大幅に挙げることができる可能性があるこ

とを示した。そのため、企業は総販売数などの外部性の情報を時間の経過とともに消費者に提供

することが重要であると考えられ、また既存の研究と異なり動学的な外部性による販売数に対

する影響を推定結果を用いて推定する方法論を示した。 

  

3.2.  投稿意図に関する研究 

 3.2.1. 消費者特性の投稿意図に関する研究 

 Scopelliti et al. (2014)は、制約と生産性に関する実験を行い、時間的制約が創造性に与える影

響は様々であるが、経済的制約は創造性を向上させ、資源的制約もまた創造性を向上させ、新規

性を追求する人は創造性が高い傾向にあるとしているとした。(3.1.1.にて紹介) 

  

 青木 (2016)は、クックパッドと楽天レシピという 2 つのレシピ投稿サイトを比較することに

よって、金銭的インセンティブの役割について考察した。両者の違いは金銭的インセンティブの

有無であり、金銭的インセンティブもしくは他者からのフィードバックというインセンティブ

と、共創参加者のモチベーションの関連性について確認を行った。投稿者を分析対象として二項

ロジスティック回帰分析を用いて、利用するサイトの違いに対するレシピ投稿者のモチベーシ

ョンの効果を確認し、分析結果は「金銭的報酬がもらえる」というモチベーションはクックパッ
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ドより楽天レシピを利用させる効果が有意であり、さらに楽天レシピ内でレシピ投稿数と、投稿

されているレシピをユーザーが実際に作り感想を写真付きで投稿する仕組みであるつくれぽ獲

得数にも有意に影響を与えていることが示され、そして「他の人から認められたい」というモチ

ベーションは、楽天レシピよりクックパッドを利用させる効果が有意であり、さらにクックパッ

ド内でレシピ投稿数とつくれぽ獲得数に有意に影響を与えていた。さらにクックパッドでは「楽

しい」「他の人から認められたい」というモチベーションがレシピ投稿数にもつくれぽ獲得数に

も有意に影響を与えているのに対して、楽天レシピでは「情報が得られる」というモチベーショ

ンはつくれぽ獲得数にのみ有意に影響を与えており、レシピ投稿数に有意に影響を与えている

のは金銭的インセンティブに対するモチベーションのみであった。調査の結果をまとめると、投

稿・消費者参加のモチベーションの要因として、「他者からのフィードバック」「経済的インセン

ティブ」「趣味を報酬の伴う特技へと昇華させたい高次の目的意識」が影響しているとした。 

 

 Faraj et al. (2011)は、オンラインコミュニティにおける知識コラボレーションに関する研究に

おいて、オンラインコミュニティにおける流動性が緊張感へとつながるとし、緊張感の良い点と

悪い点について解説している。緊張感の種類として、情熱、時間、曖昧な社会的アイデンティテ

ィ、アイデアの社会的離脱、一時的な収束があるとしている。(3.1.1.にて紹介) 

  

 濱岡、田中 (2007)は、消費者、創造的な消費者、ユーザーがイノベーションや商品開発に携

わる 4 つの事例を取り上げ、消費者の製品開発プロセスへの参画の動機について述べた。イノベ

ーションを起こす個人のモチベーションとなる要因に「期待経済利益」「楽しさ」「不満や不便の

解消」「自己効力感」「名声認知欲求」「互酬性及び一般的交換」の６つがあるとし、これを動機

として消費者は創造、発信を行うと述べている。 

  

 3.2.2. サイトの特性の投稿意図に関する研究 

 Ye (2018)は、ユーザーイノベーションに関する研究をおこない、MDS におけるユーザーイノ

ベーションの特徴として、イノベーターがリードユーザーによって特色付けられること、ユーザ

ーは必ずしも完璧な知識を持っているわけではないこと、複雑なユーザー参加ではないことを

述べ、リードユーザーはツールキットの労力軽減の機能と自治のスケジューリングの機能が組

み合わされるとより活発になり得るということ、ツールキットの労力軽減の機能と自治の働き

方の機能が組み合わされるとより活発になり得るということ、ツールキットの探索機能と自治

の意思決定の機能が組み合わされても強化されうるということを仮説として設定した。 
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図表 8 リードユーザーに関する仮定のパス図         

 

出所）Hua (Jonathan) Ye（2018） 

 

 検証方法は、iOS と android の 2 つのソフトウェアで調査しオンラインでアンケートの協力

を募るというもので、期間は 2 週間で 10 ドルの報酬有り、また集計時にアンケートを吟味

し、Moderated multiple regression (MMR) 分析を使用した。 

 

図表 9 分析結果 

 

出所）Hua (Jonathan) Ye（2018） 

 

 結果として、モバイル型端末のイノベーションでは、リード･ユーザーに対してアイデア探

索補助、労力軽減の機能を持つツールキット、そして意思決定における一定の自由を与えるこ

とが重要であるとしている。 
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 青木 (2016)は、消費者参加のモチベーションの要因として、「他者からのフィードバック」「経

済的インセンティブ」「趣味を報酬の伴う特技へと昇華させたい高次の目的意識」が影響してい

るとした。(3.2.1.にて紹介) 

 

図表 10 先行研究まとめ 

要因 分類 仮説 出所 

閲覧意図誘発

に関する要因 

消費者特性 新規性を追求する人は創造性が高い Scopelliti et al. (2014) 

創造に情熱的であることで生まれる緊張感が

創造性を高める 

Faraj et al. (2011) 

周囲の人の影響を受けやすい人は消費活動に

積極的である 

Yolanda et al. (2017) 

サイトの特性 受賞歴の有無により商品属性が高まる 金城、海老名 (2013) 

労力軽減の機能を持つツールがモバイル端末

へのイノベーションになる 

Ye (2018) 

投稿意図誘発

に関する要因 

消費者特性 同上 Scopelliti et al. (2014) 

消費者参加のモチベーションの要因として、

「他者からのフィードバック」「経済的イン

センティブ」「趣味を報酬の伴う特技へと昇

華させたい高次の目的意識」が影響する 

青木 (2016) 

同上 Faraj et al. (2011) 

イノベーションを起こす個人のモチベーショ

ンとなる要因は「期待経済利益」「楽しさ」

「不満や不便の解消」「自己効力感」「名声認

知欲求」「互酬性及び一般的交換」 

濱岡、田中 (2007) 

サイトの特性 同上 Ye (2018) 

同上 青木 (2016) 
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4. 仮説設定 

 本章では、本研究で設定した仮説を示す。仮説の枠組みを説明したのち、設定した仮説につい

て根拠とともに述べる。 

  

4.1. 仮説の枠組み 

 本研究では、小説投稿サイトでの閲覧、投稿を増やす要因として前章での先行研究を踏まえ、

消費者特性の閲覧意図、サイトの特性の閲覧意図、消費者特性の投稿意図、サイトの特性の投稿

意図の４つの視点から仮説を設定する。図表７より、消費者特性、サイトの特性がそれぞれ閲覧

意図、投稿意図に影響し、結果的に閲覧数、投稿数が増加することを示している。 

 

図表 11 仮説の枠組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2. 概念定義 

 4.2.1. 消費者特性の閲覧意図誘発に関する要因 

 Scopelliti et al. (2014)によると、制約と生産性に関する実験を行い、時間的制約が創造性に与

える影響は様々であるが、経済的制約は創造性を向上させ、資源的制約もまた創造性を向上させ、

新規性を追求する人は創造性が高い傾向にあるとしているとされている。この内容の中から消

費者特性に属するものを選び、以下の通りに仮説に使用する概念を定義した。 

・新規性を追求する人：新しいもの好きである人 

 

 また、 Faraj et al. (2011)によると、オンラインコミュニティにおける知識コラボレーション

に関する研究において、オンラインコミュニティにおける流動性が緊張感へとつながり、緊張感

には良い点と悪い点が存在し。緊張感の種類として情熱、時間、曖昧な社会的アイデンティティ、

アイデアの社会的離脱、一時的な収束があるとされている。よって、消費者特性に属するものを

選び、以下の概念を定義した。 

・オンラインコミュニティ：インターネット上で他者とコミュニケーションをとったり作品を掲

載したり出来る環境 

・情熱：緊張感の一種であり、オンラインコミュニティにて行動を起こそうとする欲求（関与度高い） 

消費者特性 

サイトの特性 

閲覧意図 

投稿意図 

投稿数、閲覧数 

増加 
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 Yolanda et al. (2017)によると、消費者行動と文化がどのようにオンラインショッピングで影

響するかについての研究の結果、文化的要因、社会的要因、心理的要因、個人的要因が作用し、

また、周囲の人の言葉を聞いてオンラインショッピングをする人が多く、社会的要因が、個人が

オンラインショッピングを行うか否かの大きな要因になっているとされている。消費者特性に属

するものを選び、以下の概念を定義する。 

・オンラインショッピング：インターネット上で商品の売買を行うこと 

・社会的要因：周囲の人間の影響を受けやすい状況 

 

 4.2.2. サイトの特性の閲覧意図誘発に関する要因 

 金城、海老名 (2013)によると、外部性がどのように書籍の購買に影響するのかを研究するた

め、外部性の影響度を測るために販売数の推定シミュレーションを行い、シミュレーションの結

果価格等は負の影響が見られ、特に学生などでは高くなればなるほど負に動き、また、ジャンル

については、グループによっては負に動き、女性、高齢であれば外部性が高くなる傾向にあり、

また受賞歴の有無によって商品属性がより高まることが明らかになっている。サイトの特性に属

するものを選び、以下の概念を定義する。 

・外部性：ある経済主体の意思決定が他の経済主体に影響を及ぼすこと 

・受賞歴の有無：その作品がランキング上位であるか否か（関与度高い） 

 

Ye (2018)によると、モバイル型端末のイノベーションでは、リード･ユーザーに対してアイデ

ア探索補助、労力軽減の機能を持つツールキット、そして意思決定における一定の自由を与える

ことが重要であるとされている。サイトの特性に属するものを選び、以下の概念を定義する。 

・アイデア探索補助：検索が容易である機能（関与度高い） 

 

   4.3.3. 消費者特性の投稿意図誘発要因 

 Scopelliti et al. (2014)による新規性(3.2.1.にて定義) 

 

 青木 (2016)によると、消費者参加のモチベーションの要因として、「他者からのフィードバッ

ク」「経済的インセンティブ」「趣味を報酬の伴う特技へと昇華させたい高次の目的意識」が影響

しているとされている。消費者特性に属するものを選び、以下の概念を定義する。 

・趣味を報酬の伴う特技へと昇華させたい高次の目的意識：趣味である行動を起こすことによって報酬

を得られるようになりたいという欲求（関与度高い） 

  

Faraj et al. (2011)によるオンラインコミュニティ、情熱(4.2.1.で定義) 

 

  



18 

 

濱岡、田中 (2007)によると、イノベーションを起こす個人のモチベーションとなる要因に「期

待経済利益」「楽しさ」「不満や不便の解消」「自己効力感」「名声認知欲求」「互酬性及び一般的

交換」の６つがあるとし、これを動機として消費者は創造、発信を行うとされている。消費者特

性に属するものを選び、以下の概念を定義する。 

・名声認知欲求：行動を起こすことで有名になりたいという欲求（関与度高い） 

 

 4.3.4. サイトの特性の投稿意図誘発要因 

  Hua Ye (2018)によると、モバイル型端末のイノベーションでは、リード･ユーザーに対して

アイデア探索補助、労力軽減の機能を持つツールキット、そして意思決定における一定の自由を

与えることが重要であるとされている。サイトの特性に属するものを選び、以下の概念を定義す

る。 

・労力軽減の機能を持つツールキット：投稿を容易にする機能（関与度高い） 

 

 青木 (2016)によると、消費者参加のモチベーションの要因として、「他者からのフィードバッ

ク」「経済的インセンティブ」「趣味を報酬の伴う特技へと昇華させたい高次の目的意識」が影響

しているとされている。サイトの特性に属するものを選び、以下の概念を定義する。 

・他者からのフィードバック：創作したものに対しての、他者の総評やレビュー（関与度高い） 

・経済的インセンティブ：経済的な報酬により上げられるモチベーション（関与度高い） 

 

 以上に定義した概念を、以下の図表にまとめる。 
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図表 12 仮説に用いる概念の定義 

分類 概念      定義      出処 

消費者特性の閲覧意図誘発に関する

要因 

新規性を追求す

る人 

新しいもの好きである人 Scopelliti et al. (2014) 

を基に独自に設定 

オンラインコミ

ュニティ 

  

インターネット上で他者とコミュニケーショ

ンをとったり作品を掲載したり出来る環境  

Faraj et al. (2011)を基

に独自に設定 

情熱 緊張感の一種であり、オンラインコミュニテ

ィにて行動を起こそうとする欲求  

オンラインショ

ッピング 

インターネット上で商品の売買を行うこと Yolanda et al. (2017)を

基に独自に設定 

社会的要因 周囲の人間の影響 

サイトの特性の閲覧意図誘発に関す

る要因 

外部性 ある経済主体の意思決定が他の経済主体に影

響を及ぼすこと  

金城、海老名 (2013)を

基に独自に設定 

受賞歴の有無 その作品がランキング上位であるか否か 

アイデア探索補

助 

検索が容易である機能 Hua Ye (2018)を基に独

自に設定 

消費者特性の投稿意図誘発要因 新規性を追求す

る人 

同上 同上 

趣味を報酬の伴

う特技へと昇華

させたい高次の

目的意識 

趣味である行動を起こすことによって報酬を

得られるようになりたいという欲求  

青木 (2016)を基に独自

に設定 

オンラインコミ

ュニティ、情熱 

同上 同上 

名声認知欲求 行動を起こすことで有名になりたいという欲

求  

濱岡、田中 (2007)を基

に独自に設定 

サイトの特性の投稿意図誘発要因 労力軽減の機能

を持つツールキ

ット 

投稿を容易にする機能  Ye (2018)を基に独自に

設定 

他者からのフィ

ードバック 

創作したものに対しての、他者の総評やレビ

ュー  

青木 (2016)を基に独自

に設定 

経済的インセン

ティブ 

経済的な報酬により上げられるモチベーショ

ン 
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 4.3. 仮説設定 

 事例研究及びヒアリング、先行研究から得られた知見をもとに仮説を設定する。 

  

4.3.1. 消費者特性の閲覧意図誘発に関する要因 

Scopelliti et al. (2014)らは、制約と生産性に関する実験を行い、新規性を追求する人は創造性

が高い傾向にあるとしているとした。以上のことから、消費者特性の閲覧意図誘発に関して以下

の仮説を設定した。  

H1: 新しいもの好きであることは閲覧意図に正の影響を与える 

   

Faraj et al. (2011)は、オンラインコミュニティにおける知識コラボレーションに関する研究

において、オンラインコミュニティにおける流動性が緊張感へとつながり、緊張感の種類とし

て情熱、時間、曖昧な社会的アイデンティティ、アイデアの社会的離脱、一時的な収束がある

とした。以上より、消費者特性の閲覧意図誘発に関して以下の仮説を設定した。  

H2: 創造に情熱的であることは閲覧意図に正の影響を与える 

  

Yolanda et al. (2017)は、消費者行動と文化がどのようにオンラインショッピングで影響する

かについての研究の結果、文化的要因、社会的要因、心理的要因、個人的要因が作用し、ま

た、周囲の人の言葉を聞いてオンラインショッピングをする人が多く、社会的要因が、個人が

オンラインショッピングを行うか否かの大きな要因になっているとした。以上より、消費者特

性の閲覧意図誘発に関して以下の仮説を設定した。  

H3: 周囲の人間の影響を受けやすいことは閲覧意図に正の影響を与える 

  

4.3.2. サイトの特性の閲覧意図誘発に関する要因 

ヒアリング結果より、「小説家になろう」が比較的人気で知名度があり、事例研究から無料で

閲覧可能であることが分かったため、独自に以下の仮説を設定した。 

H4: 無料で読めることは閲覧意図に正の影響を与える 

  

またヒアリング結果より、使用しているサイトを選択した理由として「有名だから」という

ものが複数挙げられていたため、独自に以下の仮説を設定した。 

H5: サイトが有名であることは閲覧意図に正の影響を与える 

  

また、サイトを閲覧した際にそのサイトが分かりやすく閲覧しやすいものであればそのサイ

トの閲覧頻度が増えると推測したため、独自に以下の仮説を設定した。 

 H6: サイトが分かりやすくまとまっていることは閲覧意図に正の影響を与える 
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金城、海老名(2013)は、外部性がどのように書籍の購買に影響するのかを研究するため 

外部性の影響度を測るために販売数の推定シミュレーションを行い、その結果受賞歴の 

有無によって商品属性がより高まることが明らかになった。以上より、サイトの特性の 

閲覧意図誘発に関して以下の仮説を設定した。 

H7: 書籍がランキング上位であることは閲覧意図に正の影響を与える 

  

また、サイトを閲覧した際に、そのサイトに掲載されている作品数が多ければ多いほど自分

の好みの作品を見つけやすい、あるいは閲覧する時間が増えるためそのサイトの閲覧頻度が増

えると推測したため、独自に以下の仮説を設定した。 

 H8: サイトに多数の作品があることは閲覧意図に正の影響を与える 

  

 またヒアリング結果より、そのサイトを選択した理由として「好きな作家がメインで使用し

ているため」というものが挙げられており、プロの作家が投稿可能であることが人気サイトで

ある「小説家になろう」ではないサイトを選択した理由であったため、独自に以下の仮説を設

定した。 

 H9: 商業作家が投稿していることは閲覧意図に正の影響を与える 

  

 Ye (2018)は、モバイル型端末のイノベーションでは、リード･ユーザーに対してアイデア探

索補助、労力軽減の機能を持つツールキット、そして意思決定における一定の自由を与えるこ

とが重要であるとした。以上のことから、サイトの特性の閲覧意図誘発に関して以下の仮説を

設定した。 

 H10: モバイル端末で、検索しやすいことは閲覧意図に正の影響を与える 

  

 4.3.3.  消費者特性の投稿意図誘発に関する要因 

Scopelliti et al (2014)らは、制約と生産性に関する実験を行い、新規性を追求する人は創造性

が高い傾向にあるとしているとした。以上のことから、消費者特性の投稿意図誘発に関して以

下の仮説を設定した。  

H11: 新しいもの好きであることは投稿意図に正の影響を与える 

 

青木 (2016)は、消費者参加のモチベーションの要因として、「他者からのフィードバック」

「経済的インセンティブ」「趣味を報酬の伴う特技へと昇華させたい高次の目的意識」が影響し

ているとした。以上のことから、消費者特性の投稿意図誘発に関して以下の仮説を設定した。  

H12: 趣味を報酬の伴う特技へと昇華させたい高次の目的意識は投稿意図に正の影響を与える 
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Faraj et al. (2011)は、オンラインコミュニティにおける知識コラボレーションに関する研究

において、オンラインコミュニティにおける流動性が緊張感へとつながり、緊張感の種類とし

て情熱、時間、曖昧な社会的アイデンティティ、アイデアの社会的離脱、一時的な収束がある

とした。以上のことから、消費者特性の投稿意図誘発に関して以下の仮説を設定した。  

H13: 創造に情熱的であることは投稿意図に正の影響を与える 

  

 濱岡、田中 (2007)は、イノベーションを起こす個人のモチベーションとなる要因に「期待

経済利益」「楽しさ」「不満や不便の解消」「自己効力感」「名声認知欲求」「互酬性及び一般的交

換」の６つがあるとし、これを動機として消費者は創造、発信を行うと述べている。以上のこ

とから、消費者特性の投稿意図誘発に関して以下の仮説を設定した。 

 H14: 小説投稿で有名になりたいという気持ちは投稿意図に正の影響を与える 

  

4.3.4. サイトの特性の投稿意図誘発に関する要因 

Hua Ye (2018)は、モバイル型端末のイノベーションでは、リード･ユーザーに対してアイデ

ア探索補助、労力軽減の機能を持つツールキット、そして意思決定における一定の自由を与え

ることが重要であるとした。以上のことから、サイトの特性の投稿誘発に関して以下の仮説を

設定した。 

H15: モバイル端末で、投稿が容易なことは投稿意図に正の影響を与える 

  

青木 (2016)は、消費者参加のモチベーションの要因として、「他者からのフィードバック」

「経済的インセンティブ」「趣味を報酬の伴う特技へと昇華させたい高次の目的意識」が影響し

ているとした。以上のことから、サイトの特性の投稿誘発に関して以下の仮説を設定した。 

H16: 他者からのフィードバックがあることは投稿意図に正の影響を与える 

H17: 経済的インセンティブがあることは投稿意図に正の影響を与える 

 

また、サイトが有名であればあるほど投稿した際に閲覧数が伸びやすいと推測する人が多い

と推測出来るため、独自に以下の仮説を設定した。 

H18: サイトが有名であることは投稿意図に正の影響を与える 

 

さらに、サイトを使用した際にそのサイトが分かりやすく投稿しやすいものであれば、のサ

イトの投稿頻度が増えると推測したため、独自に以下の仮説を設定した。 

  H19: サイトが分かりやすくまとまっていることは投稿意図に正の影響を与える 

 

4.4. 仮説のまとめ 

 以上の仮説を出所とともに図表 13 にまとめた。また、従属変数を「閲覧意図」と従属変数「投

稿意図」の 2 つに分け、図表 14、15 に仮説のパス図のまとめを示す。 
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図表 13 仮説のまとめ 

要因 仮説番号 仮説 出処 

消費者特性の閲覧意

図誘発に関する要因 

H1 新しいもの好きであることは閲覧意図に正の影響を与える Scopelliti et al. (2014) 

H2 創造に情熱的であることは閲覧意図に正の影響を与える Faraj et al. (2011) 

H3 周囲の人間の影響を受けやすいことは閲覧意図に正の影響を与える Yolanda et al. (2017) 

サイトの特性の閲覧

意図誘発に関する要

因 

H4 無料で読めることは閲覧意図に正の影響を与える 独自(ヒアリング) 

H5 サイトが有名であることは閲覧意図に正の影響を与える 独自(ヒアリング) 

H6 サイトが分かりやすくまとまっていることは閲覧意図に正の影響を与え

る 

独自 

H7 書籍がランキング上位であることは閲覧意図に正の影響を与える 金城、海老名 (2013) 

H8 サイトに多数の作品があることは閲覧意図に正の影響を与える 独自 

H9 商業作家が投稿していることは閲覧意図に正の影響を与える 独自(ヒアリング) 

H10 モバイル端末で、検索しやすいことは閲覧意図に正の影響を与える Ye (2018) 

消費者特性の投稿意

図誘発に関する要因 

H11 新しいもの好きであることは投稿意図に正の影響を与える Scopelliti et al. (2014) 

H12 趣味を報酬の伴う特技へと昇華させたい高次の目的意識は投稿意図に正

の影響を与える 

青木 (2016) 

H13 創造に情熱的であることは投稿意図に正の影響を与える Faraj et al. (2011) 

H14 小説投稿で有名になりたいという気持ちは投稿意図に正の影響を与える 濱岡、田中 (2007) 

サイトの特性の投稿

意図誘発に関する要

因 

H15 モバイル端末で、投稿が容易なことは投稿意図に正の影響を与える Hua Ye (2018) 

H16 他者からのフィードバックがあることは投稿意図に正の影響を与える 青木 (2016) 

H17 経済的インセンティブがあることは投稿意図に正の影響を与える 青木 (2016) 

H18 サイトが有名であることは投稿意図に正の影響を与える 独自 

H19 サイトが分かりやすくまとまっていることは投稿意図に正の影響を与え

る 

独自 
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図表 14 仮説のパス図(閲覧意図誘発に関する要因) 
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図表 15 仮説のパス図(投稿意図誘発に関する要因)
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5. データ分析 

 本章では、仮説検定をするための調査方法および調査の対象、単純集計の結果を示す。 

 

5.1． 調査概要 

 本研究では、2019 年 7 月に慶應義塾大学商学部 1,2,4 年生に対してアンケート調査（インタ

ーネット）を行った。サンプル数は 155 名（男性 96 名、女性 59 名）である。 

 分析には R を用い、共分散構造分析とコンジョイント分析を行った。消費者特性に関する仮

説 H1~H3、H6、H10、H11~H14、H17~H19 には共分散構造分析を用い、サイトの特性に関す

る仮説 H4、H8 、H9、H15~H17 にはコンジョイント分析を用いた。アンケートでは、分析に

用いる変数を定義する質問以外にも実態調査も実施した。調査票と単純集計は巻末の付属資料

に添付した。 

 

5.2． 単純集計 

 以下にアンケートの各項目における単純集計を示す。 

 

1) 大学生の一般的な読書状況 

図表 11 に、大学生の小説の読書頻度を示す。今回の調査票では、「読まない」「ほとんど

読まない」「1 か月に 1 回」「週に 1 回」「週に 2~3 回」「週に 5~6 回」「毎日」と 7 項目を設

けた。結果、50%以上が「読まない」あるいは「ほとんど読まない」という項目を選択した。 

 

図表 16 大学生の小説の読書頻度（回答人数、N=155） 

 
 

次に、図表 17 に前項目にて「読まない」と回答した者以外の読書する際の媒体を示す。
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50%以上の学生が、本を基本的な読書媒体として利用していることが分かった。本はメジャ

ーな読書媒体であるということが再確認できた。 

 

図表 17 読書する際の媒体（回答人数、N=136） 

 
 

2) Web 小説サイトについての利用状況 

図表 18 に、Web 小説サイトの認知度について示す。155 人中、知っていると回答し

た者は 95 人だった。60%以上の者が Web 小説サイトについて知っているという結果

が得られた。 

図表 18 Web 小説サイトの認知度（回答人数、N=155） 
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次に、図表 19 に Web 小説投稿サイトの利用頻度について示した。認知度に反し、

実際に利用している者は数少なかった。70%以上の学生が「読まない」と回答した。 

 

図表 19 Web 小説投稿サイトの利用頻度（回答人数、N＝155） 

 
 

実際に Web 小説サイトそのものの認知度を測ってみたところ（図表 20）、「名前も

このアンケートで知った」という者が大多数だった。利用したことがある者が一番多

かったのは、Pixiv で 18.06%だった。しかし、認知度を含めると約 20%前後の者がぞ

れぞれのサイトを知っている結果となった。 

 

図表 20 Web 小説サイトそのものの認知度（回答人数、N=155） 
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最後に、投稿経験についての質問を設置したところ、投稿したことがある者は 1 人だ

った（図表 21）。それ以外の者に関しては、「投稿したことがない」という結果となった。

Web 小説サイトの利用者を鑑みて、妥当な結果だった。 

 

図表 21 Web 小説サイトの投稿経験（回答人数、N=155） 
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6. 分析結果 

 上記に示した Web 小説サイトについての投稿要因および閲覧要因についての仮説が採択か棄

却となるかを検証するため、消費者の特性およびサイトの特性について共分散構造分析とコン

ジョイント分析を行った。 

 

 6.1. 投稿要因についての共分散構造分析 

  6.1.1. 探索的因子分析 

   ここでは、以下の投稿意図の仮説を検証する。 

H11: 新しいもの好きであることは投稿意図に正の影響を与える 

H12: 趣味を報酬の伴う特技へと昇華させたい高次の目的意識は投稿意図に正の影響を与

える 

H13: 創造に情熱的であることは投稿意図に正の影響を与える 

H14: 小説投稿で有名になりたいという気持ちは投稿意図に正の影響を与える 

H18: サイトが有名であることは投稿意図に正の影響を与える 

H19: サイトが分かりやすくまとまっていることは投稿意図に正の影響を与える 

 

分析を始めるにあたって、意味妥当性を確認後、有効な 155 個のサンプルにおいて測

定の弁別妥当性、収束妥当性を確認するために 7 因子についてプロマックス回転を用

い、探索的因子分析を行った。因子は「factor1:作家になることによる名声認知欲求」

「factor2:新規性」「factor3:サイトそのものの知名度」「factor4:投稿意図」「factor5:サイ

トの使いやすさ」「factor6:情熱」「factor7:趣味・特技に対する報酬」とした。探索的因

子分析、固定値、寄与率、累積寄与率についての結果を図表 22 に示す。探索的因子分

析を行った結果、弁別妥当性、収束妥当性を確認できたので確認的因子分析へと進めた。

また、（R）は逆転項目であり、灰色で示した部分は因子負荷量が 0.2 を超えている部分

である。 
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図表 22 探索的因子分析（投稿意図） 

 

注）（R）は逆転項目であり、灰色で示した部分は因子負荷量が 0.2 以上の項目。 

 

  6.1.2. 確認的因子分析 

次に、上記の探索的因子分析を元に確認的因子分析を行った。結果を以下の図表

23 に示す。  
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図表 23 確認的因子分析（投稿意図） 

 

注）N155,CFI=0.904,RMSEA=0.096,SRMR=0.086,AIC=6280.184,BIC=6471.920 
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6.1.3. 共分散構造分析 

因子の測定の弁別、収束妥当性を確認できたので、「投稿意図」を被説明変数

として共分散構造分析を行った。有意水準は 10%と設定し、共分散構造分析の結

果を以下の図表 24 にまとめる。共分散構造分析では次の仮説検定を行った。 

H11: 新しいもの好きであることは投稿意図に正の影響を与える 

H12: 趣味を報酬の伴う特技へと昇華させたい高次の目的意識は投稿意図に正の影響

を与える 

H13: 創造に情熱的であることは投稿意図に正の影響を与える 

H14: 小説投稿で有名になりたいという気持ちは投稿意図に正の影響を与える 

H18: サイトが有名であることは投稿意図に正の影響を与える 

H19: サイトが分かりやすくまとまっていることは投稿意図に正の影響を与える 

   以上の検証した仮説と、分析の結果を以下の図表 24 にまとめる。 

被説明変数を「投稿意図」とした場合、「名声認知欲求」が 0.1%水準で有意という

結果が得られた。よって、以下の仮説が採択された。 

 

H14: 小説投稿で有名になりたいという気持ちは投稿意図に正の影響を与える 

（N=155, Estimate＝0.426, z-value=0.594, p=0.000） 

 

以下の仮説については棄却となった。 

 

H11: 新しいもの好きであることは投稿意図に正の影響を与える 

（N=155, Estimate＝0.059, z-value=0.942, p=0.346） 

H12: 趣味を報酬の伴う特技へと昇華させたい高次の目的意識は投稿意図に正の影響

を与える 

（N=155, Estimate＝-0.041, z-value=-0.412, p=0.680） 

H13: 創造に情熱的であることは投稿意図に正の影響を与える 

（N=155, Estimate＝0.013, z-value=0.319, p=0.749） 

H18: サイトが有名であることは投稿意図に正の影響を与える 

（N=155, Estimate＝-0.150, z-value=-1.558, p=0.119） 

H19: サイトが分かりやすくまとまっていることは投稿意図に正の影響を与える 

（N=155, Estimate＝0.172, z-value=1.217, p=0.224） 
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図表 24 共分散構造分析（投稿意図） 

 

注）有意水準 ***=0.1% **=0.5% *=1% .=10%  

N155、CFI=0.904、RMSEA=0.096、SRMR=0.086、AIC=6280.184、BIC=6471.920 
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 6.2. 投稿要因についてのコンジョイント分析 

次に、投稿意図に関する仮説(H15、H16、H17)についてコンジョイント分析を行った。構成

要素の最適な組み合わせとその水準を決めるべく統計ソフト R を用いて直交表(図表 20)を作

成し、これを用いてプロファイルを作成した。どの要素があれば投稿したいかということを質問

するため、 図表 のような構成要素のもと、直交表及びアンケート結果をコード化したものを R 

で読み込んで分析を行った。 

  

図表 25 構成要素 

仮説番号 仮説 構成要素 

H15 モバイル端末で、投稿が容易なことは投稿

意図に正の影響を与える 

（モバイル端末から）投稿

可能 

投稿不可能 

H16 他者からのフィードバックがあることは投

稿意図に正の影響を与える 

フィードバックあり 

フィードバックなし 

H17 経済的インセンティブがあることは投稿意

図に正の影響を与える 

報酬あり 

報酬なし 

  

各水準は、モバイル端末からの投稿について「可能｣、｢不可能｣、フィードバックについて ｢あ

り｣と｢なし｣、報酬について｢あり｣と｢なし｣とした。 

 

以下の図表 26 に直交表を示す。 
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図表 26 直交表（投稿意図） 

プロファイル H15：モバイル端末

からの投稿 

（可能＝1、不可能＝

0） 

H16：フィードバッ

ク 

（あり＝1、なし＝0） 

H17：インセンティ

ブ 

（あり＝1、なし＝0） 

1 1:可能 0:なし 1:あり 

2 1:可能 1:あり 0:なし 

3 0:不可能 1:あり 1:あり 

4 0:不可能 0:なし 0:なし 

 

また以下の図表 27〜29 に示すとおり、それぞれの要素について意識したかを問い マニュピレ

ーションチェックを行った。全ての要素について｢非常にそう思う｣及び｢割とそう思う｣と回答

した人数の合計がおおよそ半数を超えており、良好な結果が得られたと言える。 

 

図表 27 マニュピレーションチェック(投稿意図、モバイル端末からの投稿)(N=155) 
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図表 28 マニュピレーションチェック(投稿意図、フィードバック)(N=155) 

 

 

 

図表 29 マニュピレーションチェック(投稿意図、報酬)(N=155) 

 

  

図表 30 は直交表から得られた質問票及びアンケート集計結果の平均と分散、図表 31

はそれらを折れ線グラフにしたものである。数値が高いほど、より閲覧意図が高いこ

とを示す。平均値に着目するとプロファイル 1 が他のプロファイルより高い値を示し

ていることが分かる。また、プロファイル 4 は他のプロファイルより低い値を示して

いることが分かる。この 2 つのプロファイルを比較するとどちらもフィードバックが

ないことが分かる。このことから フィードバックはあまり平均値に関わりがないとい
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える。また、平均値が 3.0 に近いプロファイル 1 と 3 の共通の特徴として報酬があり

となっており、このことから報酬があれば投稿意図が高くなるといえる。 

 

図表 30 質問票と集計平均・分散(投稿意図) 

プロファイル   平均 分散 

1 「 モ バ イ ル 端 末 投

稿」可能・「フィード

バック」なし・「報酬」

あり 

  

3.40 1.49 

2 「 モ バ イ ル 端 末 投

稿」可能・「フィード

バック」あり・「報酬」

なし 

  

2.63 1.24 

3 「モバイル端末」不

可能・「フィードバッ

ク」あり・「報酬」あ

り 

2.98 1.66 

4 「モバイル端末」不

可能・「フィードバッ

ク」なし・「報酬」な

し 

1.88 0.79 
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図表 31 集計平均・分散(投稿意図)のグラフ 

 

コンジョイント分析 各プロファイルの平均と分散(投稿意図) 

 

以下の図表 32 は、各水準の部分効用値である。 

  

図表 32 部分効用値 

仮説番号 仮説 構成要素 部分効用値 

H15 モバイル端末で、投

稿が容易なことは投

稿意図に正の影響を

与える 

（ モ バ イ ル 端 末 か

ら）投稿可能 

0.082 

投稿不可能 -0.082 

H16 他者からのフィード

バックがあることは

投稿意図に正の影響

を与える 

フィードバックあり 0.466 

フィードバックなし -0.466 

H17 経済的インセンティ

ブがあることは投稿

意図に正の影響を与

える 

報酬あり 0.292 

報酬なし -0.292 

  

  

  

以下の図表 33 に各仮説の検定結果を示す。 
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図表 33 投稿意図に関するコンジョイント分析結果 

仮説番号 仮説 Estimate Std. 

Error 

T  value Pr (>｜t

｜) 

検定結果 

H15  モバイル端末

で、投稿が容易

なことは投稿意

図に正の影響を

与える 

0.292 0.046 6.370 3.69e-10 

*** 

採択（0.1％水準） 

H16  他者からのフィ

ードバックがあ

ることは投稿意

図に正の影響を

与える 

0.082 0.046 1.795 0.073 ． 採択（10％水準） 

H17  経済的インセン

ティブがあるこ

とは投稿意図に

正の影響を与え

る 

0.466 0.046 10.171 2e-16 *** 採択（0.1％水準） 

注)有意水準  0.1％=*** 1％=** 5％=* 10％= . 

N=155, Multiple R-squared: 0.193, Adjusted R-squared: 0.189 

 

以下に各仮説の検定結果をまとめる。 

  

H15：モバイル端末で、投稿が容易なことは投稿意図に正の影響を与える 

係数は正で有意であり（Estimate＝0.292 ｔ＝6.370 ｐ＜3.69e-10）H15 は採択された。 

H16：他者からのフィードバックがあることは投稿意図に正の影響を与える 

係数は正で有意であり（Estimate＝0.082 t=1.795 p=0.073）H16 は採択された。 

H17：経済的インセンティブがあることは投稿意図に正の影響を与える 

係数は正で有意であり（Estimate＝0.466 ｔ＝10.171 p<2e-16 ***）H17 は採択された。 

  

 6.3. 投稿要因についての分析まとめ 

以下の図表 34 に投稿意図における仮説の検定結果をまとめる。 
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図表 34 投稿意図における仮説の検定結果 

仮説番号 仮説 Estimate P(>|z|) 検定結果 

H11 新しいもの好きであることは投稿意図

に正の影響を与える 

0.059 0.346 棄却 

H13 創造に情熱的であることは投稿意図に

正の影響を与える 

0.013 0.749 棄却 

H12 趣味を報酬の伴う特技へと昇華させた

い高次の目的意識は投稿意図に正の影

響を与える 

-0.041 0.680 棄却 

H14 小説投稿で有名になりたいという気持

ちは投稿意図に正の影響を与える 

0.426 0.000 ** 採択 

H18 サイトが有名であることは投稿意図に

正の影響を与える 

-0.15 0.119 棄却 

H19 サイトがわかりやすくまとまっている

ことは投稿意図に正の影響を与える 

0.172 0.224 棄却 

H15 モバイル端末で、投稿が容易なことは投

稿意図に正の影響を与える 

0.292 3.69e-10 *** 採択（0.1％水準） 

H16  他者からのフィードバックがあること

は投稿意図に正の影響を与える 

0.082 0.073 ． 採択（10％水準） 

H17  経済的インセンティブがあることは投

稿意図に正の影響を与える 

0.466 2e-16 *** 採択（0.1％水準） 

注)有意水準  0.1％=*** 1％=** 5％=* 10％= .  
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また以下の図表 35 は閲覧意図における仮説の検定結果のパス図である。 

 

図表 35  投稿意図に関する仮説検定結果パス図 

 

注)有意水準  0.1％=*** 1％=** 5％=* 10％= . 

破線：棄却 実線：採択 

 

 6.4.  閲覧要因についての共分散構造分析 

6.4.1. 探索的因子分析 

ここでは、以下の仮説を分析する。 

H1: 新しいもの好きであることは閲覧意図に正の影響を与える 

H2: 創造に情熱的であることは閲覧意図に正の影響を与える 

H3: 周囲の人間の影響を受けやすいことは閲覧意図に正の影響を与える 

H6: サイトが分かりやすくまとまっていることは閲覧意図に正の影響を与える 

H10: モバイル端末で、検索しやすいことは閲覧意図に正の影響を与える 

 

H6 と H10 は質問事項として類似していたので、仮説をまとめて分析を行うこととし

た。 

 

分析を始めるにあたって、意味妥当性を確認後、有効な 155 個のサンプルにおいて

測定の弁別妥当性、収束妥当性を確認するために 5 因子についてプロマックス回転を

用い、探索的因子分析を行った。因子は「factor1:閲覧意図」「factor2:新規性」

「factor3:サイトの使いやすさ」「factor4:周囲の影響」「factor5:情熱」とした。1 回目
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の探索的因子分析の結果、黄色で示した部分、「情熱」因子で、想定した因子が抽出

されなかったので、「情熱」の Create 2 という変数を削除し、もう一度探索的因子分

析を行った。2 回目の探索的因子分析の結果、想定した因子が抽出されたので次の確

認的因子分析を行うことにした。しかし、このまま確認的因子分析、共分散構造分析

へと進んだのだが、分析に使用していた統計ソフト R にて、R-square の項目で

Create1 の変数にて NA という結果が算出されてしまったため、「情熱」因子を削除す

ることにし、再度探索的因子分析を行った。その結果を以下の図表 33 に示す。それ

に伴い、因子数を 4 に減らした。NA が算出されてしまった理由として考えられるの

は、サンプル数が不十分だったことである。また、「情熱」因子を削除したことによ

り、以下の仮説を削除した。これにより、弁別妥当性、収束妥当性を確認できたので

確認的因子分析へと進めた。 

 

H2: 創造に情熱的であることは閲覧意図に正の影響を与える 
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図表 36 探索的因子分析（閲覧意図、3 回目） 

 

注）（R）は逆転項目であり、灰色で示した部分は因子負荷量が 0.5 以上の項目。 
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  6.4.2. 確認的因子分析 

次に、上記の探索的因子分析を元に確認的因子分析を行った。結果を以下の図表

37 に示す。当てはまりは CFI=0.934、RMSEA=0.112、SRMR=0.055 となり、

RMSEA の値が基準を満たさない結果となった。これを改善するために修正数を利

用し、モデルの改善を図った。今回は、共変のパスを引くことにした。ここで、「サ

イトの使いやすさ」と「周囲の影響」のパス、「周囲の影響」と「新規性」のパス、

「新規性」と「閲覧意図」のパス、「サイトの使いやすさ」と「新規性」のパス、

以上 4 つのパスを追加した。再度確認的因子分析を行ったところ、CFI=0.976、

RMSEA=0.070、SRMR=0.059、AIC=3770.255、BIC=3873.732 となり、全体的に

望ましい結果となった。 
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図表 37 確認的因子分析（閲覧意図） 

 
注）N=155, CFI=0.976, RMSEA=0.070, SRMR=0.059, AIC=3770.255, BIC=3873.732 

 

  6.4.3. 共分散構造分析 

因子の測定の弁別、収束妥当性を確認できたので、「閲覧意図」を被説明変数

として共分散構造分析を行った。有意水準は 10%と設定し、共分散構造分析の結

果を以下の図表 36 にまとめる。共分散構造分析では次の仮説検定を行った。 

H1: 新しいもの好きであることは閲覧意図に正の影響を与える 

H3: 周囲の人間の影響を受けやすいことは閲覧意図に正の影響を与える 
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H6: サイトが分かりやすくまとまっていることは閲覧意図に正の影響を与える 

H10: モバイル端末で、検索しやすいことは閲覧意図に正の影響を与える 

   以上の検証した仮説と、分析の結果を以下の図表 36 にまとめる。 

 

図表 38 共分散構造分析（閲覧意図） 

 

注）有意水準 ***=0.1% **=0.5% *=1% .=10%  

CFI=0.976, RMSEA=0.070, SRMR=0.059, AIC=3770.255, BIC=3873.732, N=155 

 

被説明変数を「閲覧意図」とした場合、仮説全てが棄却された。よって、追加

分析を行うこととした。結果を 5.5．に示す。 

 

6.5. 閲覧要因についての共分散構造分析の追加分析 

6.5.1. 探索的因子分析 

 ここでは、以下の仮説を分析する。 

H1: 新しいもの好きであることは閲覧意図に正の影響を与える 

H3: 周囲の人間の影響を受けやすいことは閲覧意図に正の影響を与える 

H6: サイトが分かりやすくまとまっていることは閲覧意図に正の影響を与える 

H10: モバイル端末で、検索しやすいことは閲覧意図に正の影響を与える 

 

これに加え、単純集計にて行った Web 小説の認知度に関する設問から得られた結

果を仮説として設定する。 

 

H20’: オンライン小説サイトを知っていることは閲覧意図に正の影響を与える 

H21’: 男性であることは閲覧意図に負の影響を与える 
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クロス集計表を作成し、仮説を設定した。人数を集計したクロス集計表を図表 39

に示し、それらを割合として表したものを図表 40 に示す。これを参考に、H20‘は

正の影響、H21’は負の影響を与えると判断した。また、有意水準を 5%として独立

性の検定を行ったところ、H20’においては x-squared=0.207、p 値は 0.649 となったた

め、独立性があると言える。H21’においては、x-squared= 12.376、p 値が 0.054 とな

ったため、こちらも独立性があると言える。 

 

図表 39  H20’クロス集計表（％） 

注）「Web 小説サイトのことを知っていましたか。」への回答。N=155, x-squared=0.207, 

p-value=0.649 

 

 

図表 40  H21’クロス集計表（％） 

注）「Web 小説投稿サイトをどれくらいの頻度で利用しますか。」への回答。 

𝑋2=12.376, p-value=0.0.054 

 

5.4 にて想定した因子が抽出され、弁別妥当性、収束妥当性を確認できたので探索的

因子分析は今回行わず、H20’と H21’を新たに付け足し、確認的因子分析を行った。 

 

6.5.2. 確認的因子分析 

5.4 にて行った探索的因子分析を元に H20’と H21’を付けたし、確認的因子分析

を行った。しかし、RMSEA の値が基準を満たなかったので、修正指数を使用した。

修正指数としては、「周囲の影響」因子の kuchikomi3 と「サイト使いやすさ」因子

の use3、「新規性」因子の new3 と「周囲の影響」因子の kuchikomi3、「閲覧意図」

因子の etsuran3 と「新規性」因子の new3 の共散のパスを引いた。結果を以下の

図表 41 に示す。当てはまりは CFI=0.955、RMSEA=0.083、SRMR=0.051 となり、
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当てはまりのよい結果となった。 
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図表 41 確認的因子分析（閲覧意図、

 

注）N=155, CFI=0.955, RMSEA=0.083, SRMR=0.051, AIC=4207.593, BIC=4341.504  
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6.5.3. 共分散構造分析 

因子の測定の弁別、収束妥当性を確認できたので、「閲覧意図」を被説明変数

として共分散構造分析を行った。有意水準は 10%と設定し、共分散構造分析の結

果を以下の図表 42 にまとめる。共分散構造分析では次の仮説検定を行った。 

H1: 新しいもの好きであることは閲覧意図に正の影響を与える 

H3: 周囲の人間の影響を受けやすいことは閲覧意図に正の影響を与える 

H6: サイトが分かりやすくまとまっていることは閲覧意図に正の影響を与える 

H10: モバイル端末で、検索しやすいことは閲覧意図に正の影響を与える 

H20’: オンライン小説サイトを知っていることは閲覧意図に正の影響を与える 

H21’: 男であることは閲覧意図に負の影響を与える 

 

以上の検証した仮説と、分析の結果を以下の図表 42 にまとめる。 

 

図表 42 共分散構造分析（閲覧意図、再分析） 

注）有意水準 ***=0.1% **=0.5% *=1% .=10%  

N=155, CFI=0.955, RMSEA=0.083, SRMR=0.051, AIC=4207.593, BIC=4341.504 

 

被説明変数を「閲覧意図」とした場合、「性別」の p 値が 0.012 と 10%で負に

有意となった。よって、以下の仮説が採択された。 

 

H21’: 男性であることは閲覧意図に負の影響を与える 

（N=155, Estimate＝0.334, z-value=1.638, p=0.012） 

 

以下の仮説については棄却となった。 

 

H1: 新しいもの好きであることは閲覧意図に正の影響を与える 

（N=155, Estimate＝-0.018, z-value=-0.154, p=0.878） 
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H3: 周囲の人間の影響を受けやすいことは閲覧意図に正の影響を与える 

（N=155, Estimate=0.050, z-value=0.322, p=0.748） 

H6: サイトが分かりやすくまとまっていることは閲覧意図に正の影響を与える 

（N=155, Estimate＝0.034, z-value=0.183, p=0.855） 

H10: モバイル端末で、検索しやすいことは閲覧意図に正の影響を与える 

（N=155, Estimate＝0.034, z-value=0.183, p=0.855） 

H20’: オンライン小説サイトを知っていることは閲覧意図に正の影響を与える 

（N=155, Estimate＝0.326, z-value=1.598, p=0.110） 

 

 6.6. 閲覧要因についてのコンジョイント分析 

次に、閲覧意図に関する仮説(H4、H8、H9)についてコンジョイント分析を行った。構成要素

の最適な組み合わせとその水準を決めるべく統計ソフト R を用いて直交表(図表 44)を作成し、

これを用いてプロファイルを作成した。どの要素があれば投稿したいかということを質問する

ため、図表 43 のような構成要素のもと、直交表及びアンケート結果をコード化したものを R で

読み込んで分析を行った。 

  

図表 43 構成要素 

仮説番号 仮説 構成要素 

H4 無料で読めることは閲覧意

図に正の影響を与える 

無料 

有料 

H8 サイトに多数の作品がある

ことは閲覧意図に正の影響

を与える 

600000 作品 

1000 作品 

H9 商業作家が投稿しているこ

とは閲覧意図に正の影響を

与える 

投稿あり 

投稿なし 

  

各水準は、モバイル端末からの投稿について 「無料」、｢有料｣、作品数について ｢600000 作

品｣と「1000 作品」、商業作家の投稿について｢あり｣と｢なし｣とした。 
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図表 44 直交表 

プロファイル H15：料金  

（無料＝1、有料＝0） 

H8：作品数 

（60 万＝1、1000＝

0） 

H9：商業作家の参加 

（あり＝1、なし＝0） 

5 0:有料 1:60 万 1:あり 

6 1:無料 1:60 万 0:なし 

7 1:無料 0:1000 1:あり 

8 0:有料 0:1000 0:なし 

 

 

また以下の図表 45〜47 に示すとおり、それぞれの要素について意識したかを問いマニュピレ

ーションチェックを行った。全ての要素について｢非常にそう思う｣及び｢割とそう思う｣と回答

した人数の合計がおおよそ半数を超えており、良好な結果が得られたと言える。 

  

  

図表 45 マニュピレーションチェック(閲覧意図、利用料金)(N=155)  
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図表 46 マニュピレーションチェック(閲覧意図、作品数)(N=155)  

 

  

 

図表 47 マニュピレーションチェック(閲覧意図、商業作家)(N=155) 

 

 

図表 48 は直交表から得られた質問票及びアンケート集計結果の平均と分散、図表 49 はそれ

らを折れ線グラフにしたものである。数値が高いほど、より閲覧意図が高いことを示す。平均

値に着目するとプロファイル 7 が他のプロファイルより高い値を示していることが分かる。ま

た、プロファイル 8 は他のプロファイルより低い値を示していることが分かる。この 2 つのプ

ロファイルを比較するとどちらも作品数が少ないことが分かる。このことから作品数はあまり
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平均値に関わりがないといえる。また、平均値が 3.0 を超えるプロファイル 6 と 7 の共通の特

徴として利用料金が無料となっており、このことから無料であれば投稿意図が高くなるといえ

る。 

  

図表 48  質問票と集計平均・分散(閲覧意図) 

プロファイル   平均 分散 

5 「利用料金」有料・

「作品数」60 万・「商

業作家の参加」あり      

2.49 1.42 

6 「利用料金」無料・

「作品数」60 万・「商

業作家の参加」なし 

3.37 1.06 

7 「利用料金」無料・

「作品数」1000・「商

業作家の参加」あり 

3.61 1.08 

8 「利用料金」有料・

「作品数」1000・「商

業作家の参加」なし 

1.18 0.83 

 

図表 49  集計平均・分散(閲覧意図) 

 
  

以下の図表 50 は、各水準の部分効用値である。 
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図表 50 部分効用値 

仮説番号 仮説 構成要素 部分効用値 

H4 無料で読めることは閲覧意図

に正の影響を与える 

無料 0.652 

有料 -0.652 

H8 サイトに多数の作品があるこ

とは閲覧意図に正の影響を与

える 

600000 作品 0.094 

1000 作品 -0.094 

H9 商業作家が投稿していること

は閲覧意図に正の影響を与え

る 

投稿あり 0.210 

投稿なし -0.210 

 

以下の図表 51 に各仮説の検定結果を示す。 

 

図表 51 閲覧意図に関するコンジョイント分析結果 

仮説番号 仮説 Estimate Std. 

Error 

T  value Pr (>｜t｜) 検定結果 

H4 無料で読める

ことは閲覧意

図に正の影響

を与える 

0.652 0.042 15.443 2e-16 *** 採択（0.1％水準） 

H8 サイトに多数

の作品がある

ことは閲覧意

図に正の影響

を与える 

0.936 0.042 2.217 0.0270 * 採択（5％水準） 

H9 商業作家が投

稿しているこ

とは閲覧意図

に正の影響を

与える 

0.210 0.042 4.969 8.71e-07 

*** 

採択（0.1％水準） 

注)有意水準  0.1％=*** 1％=** 5％=* 10％= . 

N=155, Multiple R-squared: 0.303, Adjusted R-squared: 0.300 

 

 

以下に各仮説の検定結果をまとめる。 

H4 :無料で読めることは閲覧意図に正の影響を与える 
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係数は正で有意であり（Estimate＝0.652  t=5.443  p<2e-16 ） H4 は採択された。 

H8:サイトに多数の作品があることは閲覧意図に正の影響を与える 

係数は正で有意であり（Estimate＝0.936   t=2.217 p=0.0270 ） H8 は採択された。 

H9:商業作家が投稿していることは閲覧意図に正の影響を与える 

係数は正で有意であり（Estimate＝0.210  t=4.969  p<8.71e-07） H9 は採択された。 

  

以下の図表 52 に閲覧意図における仮説の検定結果をまとめる。 

 

図表 52 閲覧意図に関する分析結果 

仮説番号 仮説 Estimate Pr (>｜t｜) 検定結果 

H1 新しいもの好きであ

ることは閲覧意図に

正の影響を与える 

0.023 0.850 棄却 

H6,H10 サイトが分かりやす

くまとまっているこ

とは閲覧意図に正の

影響を与える・モバイ

ル端末で、検索しやす

いことは閲覧意図に

正の影響を与える 

0.062 0.739 棄却 

H20 オンライン小説サイ

トを知っていること

は閲覧意図に正の影

響を与える 

0.334 0.101 採択 

H4 無料で読めることは

閲覧意図に正の影響

を与える 

0.652 2e-16 *** 採択（0.1％水

準） 

H8 サイトに多数の作品

があることは閲覧意

図に正の影響を与え

る 

0.936 0.0270 . 採 択 （ 10 ％ 水

準） 

H9 商業作家が投稿して

いることは閲覧意図

に正の影響を与える 

0.210 8.71e-07 *** 採 択 （ 0.1 ％ 水

準） 

注)有意水準  0.1％=*** 1％=** 5％=* 10％= . 

また以下の図表 53 は閲覧意図における仮説の検定結果のパス図である。 
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図表 53  閲覧意図に関する仮説検定結果パス図 

 

 

注)有意水準  0.1％=*** 1％=** 5％=* 10％= . 

破線：棄却 実線：採択 
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7. 考察 

本章では仮説検定で得られた分析結果を踏まえ、投稿意図と閲覧意図に関して提言につ

ながる考察をしていく。 

 

7.1. 分析結果のまとめ 

 7.2. 投稿要因に関する考察 

H11: 新しいもの好きであることは投稿意図に正の影響を与える 

→棄却 

Scopellity et al. (2014)をもとに仮説を設定したところ、この仮説は棄却され

た。「新しいもの好き」であることは、新しい発見した時に喜びを感じるかもし

れない。しかし、その新しいものを発見した時の感情が、投稿意欲へと繋がらな

いようだった。新しいもの好きであることは、ブログなどで情報を発信するかも

しれないが、小説を投稿することへの意欲とは違うことが推察される。 

 

H12: 趣味を報酬の伴う特技へと昇華させたい高次の目的意識は投稿意図に正の

影響を与える 

→棄却 

青木（2016）をもとに仮説を設定したところ、この仮説は棄却された。ヒストグ

ラムを参照してみたところ、趣味を金銭報酬の伴う特技へと昇華させたいと感じ

る回答者は数多く存在したが、それがオンライン小説の投稿意欲へは向けられな

かったことが推察される。 

 

H13: 創造に情熱的であることは投稿意図に正の影響を与える 

→棄却 

Faraj et al. (2011)をもとに仮説を設定したところ、この仮説は棄却された。趣

味への情熱はあるようだったが、実態調査を参照したところ、投稿したいと思う回

答者は少ない。やはり小説投稿の情熱とは違うということが推察される。 

 

H14: 小説投稿で有名になりたいという気持ちは投稿意図に正の影響を与える 

→採択 

濱岡、田中（2007）をもとに仮説を設定したところ、この仮説は採択された。

小説家として有名になりたいと感じる回答者は多くないかもしれないが、有名に

なりたいという気持ちが先行したと推察できる。名声認知欲求の存在により、この

仮説は採択された。 
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H15: モバイル端末で、投稿が容易なことは投稿意図に正の影響を与える 

→棄却 

Ye (2018)をもとに仮説を設定したところ、この仮説は棄却された。単純集計を

参照したところ、投稿したことがあると答えた者は圧倒的に少なく、投稿したいと

思った者も少なかった。よって、モバイル端末で投稿が容易なことが具体的に想像

しづらく、また明確に問う質問項目がアンケートに含まれていなかったことも棄

却となった要因だと推察できる。 

 

H16 他者からのフィードバックがあることは投稿意図に正の影響を与える  

→採択 

青木 (2016) をもとに仮説を設定したが、仮説のとおり、他者からのフィードバ

ックがあることは投稿意図に正の影響を与えることが分かった。これは投稿する

際に、何らかの形でメリットがあることが必要とされていて、今回は読者の感想と

いうものがわかると良いということを意味している。投稿するのは小説を書くこ

とにある程度興味がある人であろうし、それは読者を前提とした行為であるとい

う要素が大きいだろう。 

 

H17 経済的インセンティブがあることは投稿意図に正の影響を与える 

→採択  

青木 (2016) をもとに仮説を設定したが、仮説のとおり、経済的インセンティブ

があることは投稿意図に正の影響を与えることが分かった。H16 と同様に、投稿

する際に何らかの形でメリットがあることが必要とされていて、何らかの経済的

な報酬があると良いということを意味している。投稿する人が小説を書くことに

興味があっても、やはり投稿という行為がある程度のコストがかかるように感じ

ているためではないかと考える。 

 

H18: サイトが有名であることは投稿意図に正の影響を与える 

→棄却 

独自に仮説を設定したところ、この仮説は棄却された。サイトを使用したこと

がある者は少なかったので、有名の度合いなども想像しづらかったと推察され

る。また、やはり、投稿したいと考える回答者が少なかったので、棄却されたと

考えられる。 

  

H19: サイトが分かりやすくまとまっていることは投稿意図に正の影響を与える 

→棄却 

独自に仮説を設定したところ、この仮説は棄却された。やはり、サイトを使用し
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たことがある者が少なく、分かりやすくまとまっている形がどのようなものかイ

メージしづらかったのだと推測される。よって、この仮説は棄却されたと考えられ

る。 

 

 7. 3 閲覧意図の分析結果のまとめ 

  今回の分析では、共分散構造分析で分析した仮説がほぼ全て棄却される結果となった。こ

れは単純集計の際に示した通り、小説投稿サイトで作品を閲覧したいという人がほとんど

いないような集団に、集計したサンプルが偏ってしまったことに大きな要因があると考え

られる。またこのように偏ってしまった理由としては、そもそも小説への興味がある人が少

ないことにあると考えられる(図表 16、19 )。ここでは、その上で仮説ごとに考察をしてい

く。 

 

H1 新しいもの好きであることは閲覧意図に正の影響を与える  

→棄却 

Scopellity et al. (2014) をもとに仮説を設定したところ、この仮説は棄却された。

元々新しいことやものが好きな回答者は多いかもしれないが、オンライン小説へ

の興味へは繋がらないようで、閲覧へは繋がらなかったようだ。 

 

H3 周囲の人間の影響を受けやすいことは覧意図に正の影響を与える  

→棄却 

Yolanda et al. (2017) をもとに仮説を設定したところ、この仮説は棄却された。

周囲の人間の影響を受けると答えた者は多いものの、オンライン小説の閲覧欲求

までは繋がらなかった。やはり、イメージがしづらいことも棄却となった要因の一

つだと推察される。 

 

H4 無料で読めることは閲覧意図に正の影響を与える 

 →採択 

ヒアリングをもとに独自に仮説を設定したが、仮説のとおり、小説を無料で読め

ることは閲覧意図に正の影響を与えることが分かった。これは、小説を読む上での

コストがかかると閲覧への敷居が高くなる傾向があるためだと考えられる。すな

わち、大多数が小説に対して興味が薄いため、わざわざ料金を払ってまで読む人が

少ないと推察される。ゆえに無料で読めることは重要だといえよう。 

 

H5 サイトが有名であることは閲覧意図に正の影響を与える 

→棄却  

ヒアリングをもとに、独自に仮説を設定したが、この仮説は棄却された。このこ
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とからサイトの知名度はあまり重要ではないと分かった。これは、実態調査からわ

かるように、今回のサンプルではおしなべて全ての小説投稿サイトの認知度が低

く、「有名」という尺度が相応しくなかったということが考えられる。 

 

H6 サイトが分かりやすくまとまっていることは閲覧意図に正の影響を与える 

→棄却  

独自に仮説を設定したところ、この仮説は棄却された。実際にサイトを使用した

ことがある者が少ないため、イメージがしづらいところもあり、また、閲覧したい

と答えた者が少なかったので、この 2 つの要因によって棄却となったと考えられ

る。 

 

H7 書籍がランキング上位であることは閲覧意図に正の影響を与える  

→棄却 

金城、海老名(2013) をもとに仮説を設定したところ、この仮説は棄却された。

実際にサイトを使用したことがある者が少なく、ランキングの状況など、想像が難

しかったので棄却となったと推察できる。さらに、新しいもの好きであると答えた

回答者も多かったので、新しい作品を探索することに喜びを感じるため、ランキン

グ上位であることは閲覧意欲へは繋がらないと考えられる。 

 

H8 サイトに多数の作品があることは閲覧意図に正の影響を与える  

→採択 

独自に仮説を設定したが、仮説のとおり、サイトに多数の作品があることは閲覧

意図に正の影響を与えることが分かった。これは、小説投稿サイトを閲覧したいと

いう人がほとんどいないようなサンプル集団ではあったが、仮に閲覧することが

あれば選択肢は多い方が良いということを意味している。やはり小説には「SF」

「推理小説」「歴史」などといったさまざまなジャンルがあるので、母数が大きい

方が好みの小説を見つける確率が上がると考えたのではないかと推測できる。 

 

H9 商業作家が投稿していることは閲覧意図に正の影響を与える  

→採択 

独自に仮説を設定したが、仮説のとおり、サイトに商業作家が投稿していること

は閲覧意図に正の影響を与えることが分かった。これは、小説にある程度興味があ

る人が小説投稿サイトを閲覧することになった際に、自分が知っているような有

名な作家による小説の投稿がされている方が良いということを意味している。 

 

H10 モバイル端末で、検索しやすいことは閲覧意図に正の影響を与える  
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→棄却 

Hua Ye (2018)をもとに仮説を設定したところ、この仮説は棄却された。実際

にオンライン小説を読む者は少なく、また、読書をしていると回答した者は本を

媒体にして読書を楽しむ傾向があるので、オンライン小説サイトは使用してい

なかった。また、モバイル端末で検索できる必要性を問う質問項目が明確には存

在していなかったことも棄却された原因だと推測される。 

  

H20‘ オンライン小説サイトを知っていることは閲覧意図に正の影響を与える 

→棄却 

追加で独自に仮説を設定したが、この仮説は棄却された。認知度が高いことは

閲覧へと繋がるかと考えられたが、知っていることが閲覧意欲へとは繋がらな

かったようだ。存在は知っていても、実際のサイトの仕様などが分からないため、

閲覧意欲を増大させる要因とはならないと推測される。 

 

  H21’: 男性であることは閲覧意図に負の影響を与える 

  →採択 

追加で独自に仮説を設定し、この仮説は採択された。女性の方が、閲覧意欲が

あると考えられる。クロス集計表を参照したところ、読んだことがないと回答し

た割合として、男性の方が女性より多かった。また、実態調査において女性向け

のオンライン小説サイトが多かったため、女性の方がオンライン小説サイトに

興味があるのかもしれない。よって、この仮説が採択されたのだと考えられる。 
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8. まとめ 

本章では、前章までに行った本研究のまとめを行う。また、前章までの分析や考察をもと

に、オンライン小説投稿サイトの投稿意図と閲覧意図を向上させるために、どのような条件

が必要なのかまとめ、提言を行う。その後、今回の研究における課題と反省点を振り返る。 

 

8.1 本研究のまとめ 

本研究を振り返る。本研究の目的は、「投稿意図」と「閲覧意図」の 2 つの側面から研究

を行い、ユーザーイノベーションの観点からオンライン小説投稿サイトで重要な特徴を明

らかにすることであった。また明らかにした特徴を踏まえ、オンライン小説投稿サイトを運

営する企業、団体に対し利用者を増加させるため必要な条件を提言することを目的とした。 

1 章では本研究の目的を確認し、2 章では本研究で利用した先行研究を概観し、3 章で分析

のため設定した仮説を提示した。4 章で実施したアンケート調査と回答の単純集計結果につ

いて述べ、5 章で仮説検証のための分析を行った。6 章では分析結果を踏まえて考察を行っ

た。 

 

8.2 提言 

8.2.1 投稿意図、閲覧意図に共通して言えること 

以下で提言する投稿意図、閲覧意図向上に必要な条件をどちらも満たすための開発を

した場合、オンライン小説投稿サイトを運営する企業、団体にとって多くのコストがかか

ることが考えられる。そのため、企業や団体は運営しているオンライン小説投稿サイトに

おいて投稿者と読者のどちらが不足しているのか判断し、それに合わせた機能を優先的

に設けることが望ましいと考えられる。 

  

8.2.2 投稿意図向上に必要な条件 

単純集計から分かることとして、小説の性質上「投稿したい」と考える者が少ない現状

がある。このことから現状で数少ない投稿者または「投稿したい」と考える者を支える機

能を充実させ、投稿を続けて行えるようにする必要があると考えられる。 

今回採択された仮説の内容は、「他者からのフィードバック」「経済的インセンティブ」

というように実際に投稿する際に投稿者に対しメリットを感じさせるようなものであっ

た。また、「モバイル端末での投稿が容易」という投稿者にかかる労力を軽減させるもの

も採択された。このことから、数少ない投稿者が投稿を続けて行えるように手助けするた

めには、「わかりやすく投稿のメリットが感じられる」サイトで、従来以上に完全無料化

等の「投稿のコストを軽減させるサービス」が必要であると言える。 
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8.2.3 閲覧意図向上に必要な条件 

今回採択された仮説の内容は、「作品数」「商業作家の参加」というように、ある程度小

説に興味があるような、数少ない閲覧者または「閲覧したい」者にフォーカスが置かれた

サイトにし、充実させていくようにする必要があると考えられる。 

また「無料で購読できること」も採択されたことから、「閲覧したい」者を増やすため

に、極力オンライン小説サイトを読むという行為に関しての敷居を低くすることも重要

であると思われる。 

  

8.3  研究の課題 

  今回の研究では、共分散構造分析で分析を行った仮説がほぼ全て棄却されてしまった。こ

の原因としては、被説明変数である「投稿意図」がある人がほとんどいなかったこと(図表 )

が挙げられる。また、アンケートに具体的な画像やイメージを掲載する必要があったと推測

できる。次回はアンケート調査を行う際に、対象となるターゲット層を見極め、質の高いデ

ータを取れるようにしていきたいと思う。 

  

  

  

謝辞 本研究にご協力いただきました慶應義塾大学商学部の学生の方々、ご指導下さった濱
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付属資料 

・アンケート単純集計 
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・投稿意図単純集計 
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・閲覧意図単純集計 
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・アンケート画面 
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・共分散構造分析（閲覧意図）の分析経過 

確認的因子分析（1 回目） 

 

注）N=155、CFI=0.920、RMSEA=0.108、SRMR=0.052、AIC=4255.209、

BIC=4379.990 

 


